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「ケアする人のケア」 連 続 講 座

ビジネスとは何か目的を達成するため
の活動のこと。高齢の人、障がいのある
人の福祉や子育て支援など、社会的
（ソーシャル）な問題解決を達成するため
の、持続可能な活動について考えます。

中村 陽一（立教大学大学院21世紀社会デザイン研究科教授／東京）

基 調 講 演

ケアとソーシャルビジネス

パネルディスカッション

制度やサービスに生活を合わせるのではなく、付き添いや
看取りなど、本人の暮らしの愉しみや困りごとに応じた多様
なケアを実践。福祉の世界に「指名制」を取りいれた視点、売
上の7割が自費サービスで行われている事業性を学びます。

柳本 文貴（NPO法人グレースケア機構代表／東京）

事 例 報 告

制度を超えた福祉をつくる

支えの必要な人の生活をトータルで考える、想像的で創造
的な介護とは？重度化を防ぐ予防のケアや、地域を巻き込
んだ支え合い活動、人を育てることについて学びます。

見野 孝子（株式会社LCウェルネス代表取締役／静岡）

事 例 報 告

尊厳ある生き方をまもる

生きづらさを抱える人に寄り添い、一人ひとりに丁寧にか
かわる～価値観や理想を大切にし、ケアする人もケアされ
る人も生き生きとなる空間をつくるために何が必要か考え
ます。

藤渕 安生（宅老所 『玄玄』代表／広島）

事 例 報 告

若者は介護をめざす

テクノロジーは「生活を支える心強い味
方」です。これまで身体的・精神的に人を
支えてきたテクノロジーをケアの世界
に活かす事例に学び、ケアにテクノロ
ジーは必要かを問い直します。

塩瀬 隆之（京都大学総合博物館准教授／京都）

基 調 講 演

ケアとテクノロジー

パネルディスカッション

障がいのある人の表現活動をもとに新たな価値観を提案してい
るNPO法人まる。障害や、ケアに対するイメージを揺さぶるアー
トプロジェクト、サ ポーター育成、多様な人を包摂するまちづくり
の実践から、「よく生きる技術」としてのアートの力を学びます。

樋口 龍二（NPO法人まる代表理事／福岡）

事 例 報 告

ケアとアート

テクノロジーに必ずつきまとう不安と不信感。それを払拭
するリアルとネット世界の融合から生まれる助け合いの仕
組みとは？子育てを「シェア」する、人生の幅をひろげる選択
肢について学びます。

甲田 恵子（株式会社AsMama代表／神奈川）

事 例 報 告

シェアと子育て

未知なる可能性をもつロボット。人間に置きかわるもので
はなく、人間と共生することを目指す研究が進められてい
ます。「漫才ロボット」を通じて、ケアにおけるロボットの可
能性ついて学びます。

灘本 明代（甲南大学知能情報学部教授／兵庫）

事 例 報 告

ケアとロボット

「ソーシャルデザイン」とは「より良い社
会を考え、組み立てること」。自分たちが
身のまわりの社会を変える・つくる・より
良くするキッカケを“ソーシャルインク
ルージョン” から学びます。

平井 康之（九州大学芸術工学研究院准教授／福岡）

基 調 講 演

ケアとソーシャルデザイン

パネルディスカッション
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認知症の人とその家族を地域で支えるカフェ「みちくさ」。
ケアマネージャーとして働きながら、地域の人が自然と足
を運べる居場所をつくる取り組みについて学びます。

矢野 成美（認知症カフェみちくさ代表／熊本）

事 例 報 告

心のケア

18年間特別支援学校の養護教諭として、障がいのある人
たちと関わりながら、メイクセラピスト活動を行ってきまし
た。特に女性の生活には欠かせない“化粧”で、人のこころ
を支えるメイクボランティアの実践について学びます。

酒造 志保（shin.shinフレンド倶楽部代表／兵庫）

事 例 報 告

生活のケア

認知症で徘徊する人を地域で支える『大牟田モデル』。認
知症の人も安心して外出できる支え合いのネットワークづ
くりと、これからの展望について学びます。

猿渡進平（大牟田市中央地区 地域包括支援センター／福岡）

事 例 報 告

関係のケア

11月２日（日） 11月９日（日） 11月23日（日）

16：30

 

17：00

12：30

14：00

15：35

ケアとソリューション
今、ここに、共に生きる。

ⒸISHII Yukio/Able Art Company
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